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(57)【要約】
【課題】閾値電圧補償期間を十分に確保できるようにし
た画素及びこれを用いた有機電界発光表示装置を提供す
ること。
【解決手段】本発明の画素は、カソード電極が第２電源
に接続される有機発光ダイオードと、第１電極に接続さ
れた第１電源から前記有機発光ダイオードに流れる電流
量を制御する第２トランジスタと、前記第２トランジス
タのゲート電極に第１端子が接続される第１キャパシタ
と、前記第１キャパシタの第２端子とデータ線との間に
接続され、走査線に走査信号が供給されたときにターン
オンされる第１トランジスタと、前記第２トランジスタ
のゲート電極と第２電極との間に接続され、前記第１ト
ランジスタとターンオン時間が重畳しない第３トランジ
スタとを備え、前記第３トランジスタは、前記第１トラ
ンジスタより長い時間の間にターンオンされる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
 カソード電極が第２電源に接続される有機発光ダイオードと、
 第１電極に接続された第１電源から前記有機発光ダイオードに流れる電流量を制御する
第２トランジスタと、
 前記第２トランジスタのゲート電極に第１端子が接続される第１キャパシタと、
 前記第１キャパシタの第２端子とデータ線との間に接続され、走査線に走査信号が供給
されたときにターンオンされる第１トランジスタと、
 前記第２トランジスタのゲート電極と第２電極との間に接続され、前記第１トランジス
タとターンオン時間が重畳しない第３トランジスタとを備え、
 前記第３トランジスタは、前記第１トランジスタより長い時間の間にターンオンされる
ことを特徴とする画素。
【請求項２】
 基準電源と前記第１キャパシタの第２端子との間に接続され、前記第３トランジスタと
同時にターンオン及びターンオフされる第４トランジスタと、
 前記第２トランジスタの第２電極と前記有機発光ダイオードとの間に接続され、前記第
３トランジスタとターンオン時間が一部重畳する第５トランジスタとを備えることを特徴
とする請求項１に記載の画素。
【請求項３】
 前記第１トランジスタは、前記第５トランジスタとターンオン時間が重畳することを特
徴とする請求項２に記載の画素。
【請求項４】
 前記第１トランジスタは、前記第５トランジスタがターンオフされた後にターンオンさ
れることを特徴とする請求項２に記載の画素。
【請求項５】
 前記第５トランジスタは、前記第３トランジスタがターンオンされた後にターンオンさ
れることを特徴とする請求項２に記載の画素。
【請求項６】
 前記第５トランジスタ及び第３トランジスタは、１Ｈを超える期間にターンオン時間が
重畳することを特徴とする請求項５に記載の画素。
【請求項７】
 前記第５トランジスタ及び第３トランジスタの各々は、３Ｈ以上の期間にターンオンさ
れることを特徴とする請求項５に記載の画素。
【請求項８】
 前記第１キャパシタの第２端子と前記第１電源との間に接続される第２キャパシタを備
えることを特徴とする請求項１に記載の画素。
【請求項９】
 走査線に走査信号を順次供給し、発光制御線に発光制御信号を順次供給するための走査
駆動部と、
 制御線に前記走査信号より広い幅を有する制御信号を順次供給するための制御線駆動部
と、
 データ線に、前記走査信号に同期するようにデータ信号を供給するデータ駆動部と、
 前記走査線と前記データ線との交差部に位置する画素とを備え、
 ｉ（ｉは自然数）番目の前記画素の各々は、
 カソード電極が第２電源に接続される有機発光ダイオードと、
 第１電極に接続された第１電源から前記有機発光ダイオードに流れる電流量を制御する
第２トランジスタと、
 前記第２トランジスタのゲート電極に第１端子が接続される第１キャパシタと、
 前記第１キャパシタの第２端子と前記データ線との間に接続され、第ｉ走査線に走査信
号が供給されたときにターンオンされる第１トランジスタと、
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 前記第２トランジスタのゲート電極と第２電極との間に接続され、第ｉ制御線に制御信
号が供給されたときにターンオンされる第３トランジスタとを備え、
 前記制御信号は、前記走査信号より広い幅に設定され、前記第ｉ制御線に供給される制
御信号は、前記第ｉ走査線に供給される走査信号と重畳しないように前記第ｉ走査線に走
査信号が供給される前に供給されることを特徴とする有機電界発光表示装置。
【請求項１０】
 前記走査駆動部は、第ｉ発光制御線に、前記制御信号と同じ幅に設定され、前記第ｉ制
御線に供給される制御信号と一部期間重畳するように発光制御信号を供給することを特徴
とする請求項９に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項１１】
 前記第ｉ発光制御線に供給される発光制御信号及び前記第ｉ制御線に供給される制御信
号は、１Ｈを超える期間に重畳することを特徴とする請求項１０に記載の有機電界発光表
示装置。
【請求項１２】
 前記発光制御信号及び制御信号の各々は、３Ｈ以上の幅に設定されることを特徴とする
請求項１１に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項１３】
 基準電源と前記第１キャパシタの第２端子との間に接続され、前記第ｉ制御線に制御信
号が供給されたときにターンオンされる第４トランジスタと、
 前記第２トランジスタの第２電極と前記有機発光ダイオードとの間に接続され、前記第
ｉ発光制御線に発光制御信号が供給されたときにターンオフされる第５トランジスタと、
 前記第１キャパシタの第２端子と前記第１電源との間に接続される第２キャパシタとを
備えることを特徴とする請求項１１に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項１４】
 前記第ｉ発光制御線に供給される発光制御信号は、前記第ｉ制御線に制御信号が供給さ
れた後に供給されることを特徴とする請求項１０に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項１５】
 前記第ｉ走査線に供給される走査信号は、前記第ｉ発光制御線に供給される発光制御信
号と重畳することを特徴とする請求項１０に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項１６】
 前記第ｉ走査線に供給される走査信号は、前記第ｉ発光制御線に発光制御信号が供給さ
れた後に供給されることを特徴とする請求項１０に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項１７】
 前記第ｉ制御線に供給される制御信号は、第ｉ－１発光制御線に供給される発光制御信
号を反転した信号であることを特徴とする請求項９に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項１８】
 １フレームは１／２４０秒の期間に設定され、前記データ駆動部は、第１フレーム期間
に左データ、第２フレーム期間にブラックデータ、第３フレーム期間に右データ、及び第
４フレーム期間にブラックデータに対応するデータ信号を供給することを特徴とする請求
項９に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項１９】
 走査線にｋＨ（ｋは２以上の自然数）以上の幅に設定される走査信号を順次供給し、発
光制御線に前記走査信号より広い幅に設定される発光制御信号を順次供給する走査駆動部
と、
 データ線に、前記走査信号に同期するようにデータ信号を供給するデータ駆動部と、
 前記走査線と前記データ線との交差部に位置する画素とを備え、
 ｉ（ｉは自然数）番目の前記画素の各々は、
 カソード電極が第２電源に接続される有機発光ダイオードと、
 第１電極に接続された第１電源から前記有機発光ダイオードに流れる電流量を制御する
第２トランジスタと、



(4) JP 2011-197627 A 2011.10.6

10

20

30

40

50

 前記第２トランジスタのゲート電極に第１端子が接続される第１キャパシタと、
 前記第１キャパシタの第２端子と前記データ線との間に接続され、第ｉ（ｉは自然数）
走査線に走査信号が供給されたときにターンオンされる第１トランジスタと、
 前記第２トランジスタのゲート電極と第２電極との間に接続され、第ｉ－ｋ走査線に走
査信号が供給されたときにターンオンされる第３トランジスタと、
 前記第２トランジスタの第２電極と前記有機発光ダイオードとの間に接続され、第ｉ発
光制御線に発光制御信号が供給されたときにターンオフされる第５トランジスタとを備え
、
 前記第ｉ発光制御線に供給される発光制御信号は、前記第ｉ－ｋ走査線に供給される走
査信号と一部期間重畳し、前記第ｉ走査線に供給される走査信号と完全に重畳することを
特徴とする有機電界発光表示装置。
【請求項２０】
 基準電源と前記第１キャパシタの第２端子との間に接続され、前記第ｉ制御線に制御信
号が供給されたときにターンオンされる第４トランジスタと、
 前記第１キャパシタの第２端子と前記第１電源との間に接続される第２キャパシタとを
備えることを特徴とする請求項１９に記載の有機電界発光表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画素及びこれを用いた有機電界発光表示装置に関し、特に、閾値電圧補償期
間を十分に確保できるようにした画素及びこれを用いた有機電界発光表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、陰極線管（Ｃａｔｈｏｄｅ　Ｒａｙ　Ｔｕｂｅ）の欠点である重量及び体積を減
らすことが可能な各種平板表示装置が開発されている。平板表示装置には、液晶表示装置
（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ）、電界放出表示装置（Ｆｉｅｌｄ　
Ｅｍｉｓｓｉｏｎ　Ｄｉｓｐｌａｙ）、プラズマ表示パネル（Ｐｌａｓｍａ　Ｄｉｓｐｌ
ａｙ　Ｐａｎｅｌ）、及び有機電界発光表示装置（Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉ
ｔｔｉｎｇ　Ｄｉｓｐｌａｙ　Ｄｅｖｉｃｅ）などがある。
【０００３】
　平板表示装置のうち、有機電界発光表示装置は、電子と正孔との再結合により光を発生
する有機発光ダイオードを用いて映像を表示するものであって、これは、速い応答速度を
有するとともに、低消費電力で駆動されるという利点がある。
【０００４】
　有機電界発光表示装置は、複数のデータ線、走査線、電源線の交差部にマトリクス状に
配列される複数の画素を備える。画素は、通常、有機発光ダイオードと、駆動トランジス
タを備える２つ以上のトランジスタと、１つ以上のキャパシタとからなる。
【０００５】
　このような有機電界発光表示装置は、消費電力が少ないという利点があるが、画素の各
々に備えられる駆動トランジスタの閾値電圧のばらつきにより有機発光ダイオードに流れ
る電流量が変化し、これにより、表示の不均一をもたらすという問題がある。すなわち、
画素の各々に備えられる駆動トランジスタの製造工程の変数により駆動トランジスタの特
性が変化する。実際に、有機電界発光表示装置の全てのトランジスタが同じ特性を有する
ように製造することは現在の工程段階では不可能であり、これにより、駆動トランジスタ
の閾値電圧のばらつきが発生する。
【０００６】
　このような問題を克服するために、画素の各々に、複数のトランジスタ及びキャパシタ
からなる補償回路を追加する方法が提案された。画素の各々に備えられる補償回路は、駆
動トランジスタの閾値電圧に対応する電圧を充電し、これにより、駆動トランジスタのば
らつきを補償するようになる。
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【０００７】
　一方、最近では、３Ｄ画像を実現するために、従来の６０Ｈｚの区間を２４０Ｈｚに分
けて駆動する方法が提案された。しかし、２４０Ｈｚ以上の高速駆動を行う場合、トラン
ジスタの閾値電圧充電期間が短くなり、これにより、駆動トランジスタの閾値電圧の補償
が不可能になるという問題がある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　そこで、本発明の目的は、閾値電圧補償期間を十分に確保できるようにした画素及びこ
れを用いた有機電界発光表示装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の実施例による画素は、カソード電極が第２電源に接続される有機発光ダイオー
ドと、第１電極に接続された第１電源から前記有機発光ダイオードに流れる電流量を制御
する第２トランジスタと、前記第２トランジスタのゲート電極に第１端子が接続される第
１キャパシタと、前記第１キャパシタの第２端子とデータ線との間に接続され、走査線に
走査信号が供給されたときにターンオンされる第１トランジスタと、前記第２トランジス
タのゲート電極と第２電極との間に接続され、前記第１トランジスタとターンオン時間が
重畳しない第３トランジスタとを備え、前記第３トランジスタは、前記第１トランジスタ
より長い時間の間にターンオンされる。
【００１０】
　好ましくは、基準電源と前記第１キャパシタの第２端子との間に接続され、前記第３ト
ランジスタと同時にターンオン及びターンオフされる第４トランジスタと、前記第２トラ
ンジスタの第２電極と前記有機発光ダイオードとの間に接続され、前記第３トランジスタ
とターンオン時間が一部重畳する第５トランジスタとを備える。前記第１トランジスタは
、前記第５トランジスタとターンオン時間が重畳する。前記第１トランジスタは、前記第
５トランジスタがターンオフされた後にターンオンされる。前記第５トランジスタは、前
記第３トランジスタがターンオンされた後にターンオンされる。前記第５トランジスタ及
び第３トランジスタは、１Ｈを超える期間にターンオン時間が重畳する。前記第５トラン
ジスタ及び第３トランジスタの各々は、３Ｈ以上の期間にターンオンされる。
【００１１】
　本発明の実施例による有機電界発光表示装置は、走査線に走査信号を順次供給し、発光
制御線に発光制御信号を順次供給するための走査駆動部と、制御線に前記走査信号より広
い幅を有する制御信号を順次供給するための制御線駆動部と、データ線に、前記走査信号
に同期するようにデータ信号を供給するデータ駆動部と、前記走査線と前記データ線との
交差部に位置する画素とを備え、ｉ（ｉは自然数）番目の前記画素の各々は、カソード電
極が第２電源に接続される有機発光ダイオードと、第１電極に接続された第１電源から前
記有機発光ダイオードに流れる電流量を制御する第２トランジスタと、前記第２トランジ
スタのゲート電極に第１端子が接続される第１キャパシタと、前記第１キャパシタの第２
端子と前記データ線との間に接続され、第ｉ走査線に走査信号が供給されたときにターン
オンされる第１トランジスタと、前記第２トランジスタのゲート電極と第２電極との間に
接続され、第ｉ制御線に制御信号が供給されたときにターンオンされる第３トランジスタ
とを備え、前記制御信号は、前記走査信号より広い幅に設定され、前記第ｉ制御線に供給
される制御信号は、前記第ｉ走査線に供給される走査信号と重畳しないように前記第ｉ走
査線に走査信号が供給される前に供給される。
【００１２】
　好ましくは、前記走査駆動部は、第ｉ発光制御線に、前記制御信号と同じ幅に設定され
、前記第ｉ制御線に供給される制御信号と一部期間重畳するように発光制御信号を供給す
る。前記第ｉ発光制御線に供給される発光制御信号及び前記第ｉ制御線に供給される制御
信号は、１Ｈを超過する期間に重畳する。前記発光制御信号及び制御信号の各々は、３Ｈ
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以上の幅に設定される。基準電源と前記第１キャパシタの第２端子との間に接続され、前
記第ｉ制御線に制御信号が供給されたときにターンオンされる第４トランジスタと、前記
第２トランジスタの第２電極と前記有機発光ダイオードとの間に接続され、前記第ｉ発光
制御線に発光制御信号が供給されたときにターンオフされる第５トランジスタと、前記第
１キャパシタの第２端子と前記第１電源との間に接続される第２キャパシタとを備える。
【００１３】
　本発明の他の実施例による有機電界発光表示装置は、走査線にｋＨ（ｋは２以上の自然
数）以上の幅に設定される走査信号を順次供給し、発光制御線に前記走査信号より広い幅
に設定される発光制御信号を順次供給する走査駆動部と、データ線に、前記走査信号に同
期するようにデータ信号を供給するデータ駆動部と、前記走査線と前記データ線との交差
部に位置する画素とを備え、ｉ（ｉは自然数）番目の前記画素の各々は、カソード電極が
第２電源に接続される有機発光ダイオードと、第１電極に接続された第１電源から前記有
機発光ダイオードに流れる電流量を制御する第２トランジスタと、前記第２トランジスタ
のゲート電極に第１端子が接続される第１キャパシタと、前記第１キャパシタの第２端子
と前記データ線との間に接続され、第ｉ（ｉは自然数）走査線に走査信号が供給されたと
きにターンオンされる第１トランジスタと、前記第２トランジスタのゲート電極と第２電
極との間に接続され、第ｉ－ｋ走査線に走査信号が供給されたときにターンオンされる第
３トランジスタと、前記第２トランジスタの第２電極と前記有機発光ダイオードとの間に
接続され、第ｉ発光制御線に発光制御信号が供給されたときにターンオフされる第５トラ
ンジスタとを備え、前記第ｉ発光制御線に供給される発光制御信号は、前記第ｉ－ｋ走査
線に供給される走査信号と一部期間重畳し、前記第ｉ走査線に供給される走査信号と完全
に重畳する。
【００１４】
　好ましくは、基準電源と前記第１キャパシタの第２端子との間に接続され、前記第ｉ制
御線に制御信号が供給されたときにターンオンされる第４トランジスタと、前記第１キャ
パシタの第２端子と前記第１電源との間に接続される第２キャパシタとを備える。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明の有機電界発光表示装置によれば、１Ｈを超える期間に駆動トランジスタの閾値
電圧を補償することができ、これにより、所望する輝度の映像を表示できるという利点が
ある。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明の実施例による有機電界発光表示装置を示す図である。
【図２】本発明の実施例による駆動方法を示す図である。
【図３】本発明の第１実施例による画素を示す図である。
【図４】図３における画素の駆動方法を示すタイミングチャートである。
【図５】図３における画素の駆動方法を示すタイミングチャートである。
【図６】本発明の第２実施例による画素を示す図である。
【図７】図６における画素の駆動方法を示すタイミングチャートである。
【図８】本発明の第３実施例による画素を示す図である。
【図９】図８における画素の駆動方法を示すタイミングチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下、本発明の属する技術分野における通常の知識を有する者が本発明を容易に実施で
きる好ましい実施例を、添付した図１～図９を参照して詳細に説明する。
【００１８】
　図１は、本発明の実施例による有機電界発光表示装置を示す図である。
【００１９】
　図１に示すように、本発明の実施例による有機電界発光表示装置は、走査線Ｓ１～Ｓｎ
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、発光制御線Ｅ１～Ｅｎ、制御線ＣＬ１～ＣＬｎ、及びデータ線Ｄ１～Ｄｍの交差部に位
置する画素１４０と、マトリクス状に配置された画素１４０を備える画素部１３０と、走
査線Ｓ１～Ｓｎ及び発光制御線Ｅ１～Ｅｎを駆動するための走査駆動部１１０と、データ
線Ｄ１～Ｄｍを駆動するためのデータ駆動部１２０と、制御線ＣＬ１～ＣＬｎを駆動する
ための制御線駆動部１６０と、走査駆動部１１０、データ駆動部１２０、及び制御線駆動
部１６０を制御するためのタイミング制御部１５０とを備える。
【００２０】
　制御線駆動部１６０は、制御線ＣＬ１～ＣＬｎに制御信号を順次供給する。ここで、ｉ
（ｉは自然数）番目の制御線ＣＬｉに供給される制御信号は、ｉ番目の走査線Ｓｉに供給
される走査信号と重畳しない。実際に、ｉ番目の制御線ＣＬｉに供給される制御信号は、
ｉ番目の走査線Ｓｉに走査信号が供給される前に供給される。制御信号を受信した画素１
４０は、制御信号が供給される期間中の一部期間、駆動トランジスタの閾値電圧に対応す
る電圧を充電する。制御線駆動部１６０は、画素１４０の各々に備えられる駆動トランジ
スタの閾値電圧が安定して補償できるように３Ｈ以上の幅を有する制御信号を供給する。
【００２１】
　走査駆動部１１０は、走査線Ｓ１～Ｓｎに走査信号を順次供給するとともに、発光制御
線Ｅ１～Ｅｎに発光制御信号を順次供給する。ここで、ｉ番目の発光制御線Ｅｉに供給さ
れる発光制御信号は、ｉ番目の走査線Ｓｉに供給される走査信号と重畳するように供給さ
れる。また、ｉ番目の発光制御線Ｅｉに供給される発光制御信号は、制御信号と同じ幅に
設定され、ｉ番目の制御線ＣＬｉに供給される制御信号と一部期間重畳するように供給さ
れる。実際に、ｉ番目の発光制御線Ｅｉに供給される発光制御信号は、走査信号と重畳す
る期間を除く残りの期間において、ｉ番目の制御線ＣＬｉに供給される制御信号と重畳す
るように供給される。一方、制御信号及び走査信号は、画素１４０に備えられたトランジ
スタがターンオンできる電圧に設定され、発光制御信号は、画素１４０に備えられたトラ
ンジスタがターンオフできる電圧に設定される。
【００２２】
　データ駆動部１２０は、走査信号に同期するようにデータ線Ｄ１～Ｄｍにデータ信号を
供給する。ここで、データ駆動部１２０は、画素部１３０で３Ｄ画像が表示できるように
、左データ、ブラックデータ、右データを異なる時間に供給する。これについての詳細な
説明は後述する。
【００２３】
　タイミング制御部１５０は、外部から供給される同期信号に対応して、走査駆動部１１
０、データ駆動部１２０、及び制御線駆動部１６０を制御する。
【００２４】
　画素部１３０は、走査線Ｓ１～Ｓｎとデータ線Ｄ１～Ｄｍとの交差部に形成される画素
１４０を備える。画素１４０は、外部から第１電源ＥＬＶＤＤ、第２電源ＥＬＶＳＳ、及
び基準電源Ｖｒｅｆを受ける。前記画素は、データ信号に対応して、第１電源ＥＬＶＤＤ
から有機発光ダイオードを経由して第２電源ＥＬＶＳＳに流れる電流量を制御する。
【００２５】
　図２は、本発明の実施例による駆動方法を示す図である。
【００２６】
　図２に示すように、本発明において、２４０Ｈｚ駆動の１フレーム期間は１／２４０秒
（約４．１６７ｍｓ）であって、６０Ｈｚ駆動の１フレーム期間である１／６０秒（約１
６．６７ｍｓ）を４分割して駆動する。本発明において、各々の１フレーム期間は、第１
期間Ｔ１及び第２期間Ｔ２に分割されて駆動される。
【００２７】
　第１期間Ｔ１には、画素１４０が非発光状態に設定され、画素１４０の各々に備えられ
た駆動トランジスタの閾値電圧が補償される。これに加え、第１期間Ｔ１には、画素１４
０の各々にデータ信号に対応する電圧が充電可能である。
【００２８】
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　第２期間Ｔ２には、第１期間Ｔ１または第２期間Ｔ２の初期期間に充電されたデータ信
号の電圧に対応して、画素１４０の各々で所定輝度の光が生成される。
【００２９】
　本願発明では、４フレーム期間において、左データ、ブラックデータ、右データ、及び
ブラックデータが順次供給される。言い換えれば、６０Ｈｚ駆動の１フレーム期間を４分
割した２４０Ｈｚ駆動の４フレーム期間中の第１フレーム期間には、画素１４０の各々に
左データが供給され、第２フレーム期間には、画素１４０の各々にブラックデータが供給
される。また、第３フレーム期間には、画素１４０の各々に右データが供給され、第４フ
レーム期間には、画素１４０の各々にブラックデータが供給される。
【００３０】
　一方、左データが供給される期間には眼鏡の左側に光を受光し、右データが供給される
期間には眼鏡の右側に光を受光する。この場合、眼鏡をかけたユーザは、左側及び右側に
交互に供給される光により、画素部１３０で表示される映像を３Ｄとして認知するように
なる。
【００３１】
　また、本願発明においては、左データ及び右データの間にブラックデータを供給する。
この左データ及び右データの間の１フレーム期間にブラックデータが供給されると、眼鏡
全体におけるオフ区間なく、眼鏡の左側オン／右側オフ、右側オン／左側オフのように、
２つの動作を交互に行うことにより、ユーザにとって左データ及び右データにより映像が
重なって認識されることを防止することができる。
【００３２】
　図３は、本発明の第１実施例による画素を示す図である。図３では、説明の便宜上、第
ｎ走査線Ｓｎ及び第ｍデータ線Ｄｍに接続された画素を示すこととする。
【００３３】
　図３に示すように、本発明の第１実施例による画素１４０は、有機発光ダイオードＯＬ
ＥＤと、有機発光ダイオードＯＬＥＤに供給される電流量を制御するための画素回路１４
２とを備える。
【００３４】
　有機発光ダイオードＯＬＥＤは、画素回路１４２から供給される電流に対応して、所定
輝度の光を生成する。例えば、有機発光ダイオードＯＬＥＤは、画素回路１４２から供給
される電流量に対応して、所定輝度を有する赤色、緑色、または青色が光を生成する。
【００３５】
　画素回路１４２は、走査線Ｓｎに走査信号が供給されたとき、データ信号を受信し、制
御線ＣＬｎに供給される制御信号及び発光制御線Ｅｎに供給される発光制御信号が重畳す
る期間において、第２トランジスタＭ２（すなわち、駆動トランジスタ）の閾値電圧に対
応する電圧を充電する。このため、画素回路１４２は、第１トランジスタ～第５トランジ
スタＭ１～Ｍ５と、第１キャパシタＣ１及び第２キャパシタＣ２とを備える。
【００３６】
　第１トランジスタＭ１の第１電極はデータ線Ｄｍに接続され、第２電極は第１ノードＮ
１に接続される。また、第１トランジスタＭ１のゲート電極は走査線Ｓｎに接続される。
このような第１トランジスタＭ１は、走査線Ｓｎに走査信号が供給されたときにターンオ
ンされ、データ線Ｄｍと第１ノードＮ１とを電気的に接続させる。
【００３７】
　第２トランジスタＭ２の第１電極は第１電源ＥＬＶＤＤに接続され、第２電極は第５ト
ランジスタＭ５の第１電極に接続される。また、第２トランジスタＭ２のゲート電極は第
２ノードＮ２に接続される。このような第２トランジスタＭ２は、第２ノードＮ２に印加
される電圧に対応する電流を第５トランジスタＭ５の第１電極に供給する。
【００３８】
　第３トランジスタＭ３の第２電極は第２ノードＮ２に接続され、第１電極は第２トラン
ジスタＭ２の第２電極に接続される。また、第３トランジスタＭ３のゲート電極は制御線
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ＣＬｎに接続される。このような第３トランジスタＭ３は、制御線ＣＬｎに制御信号が供
給されたときにターンオンされ、第２トランジスタＭ２をダイオード形態で接続させる。
【００３９】
　第４トランジスタＭ４の第１電極は基準電源Ｖｒｅｆに接続され、第２電極は第１ノー
ドＮ１に接続される。また、第４トランジスタＭ４のゲート電極は制御線ＣＬｎに接続さ
れる。このような第４トランジスタＭ４は、制御信号が供給されたときにターンオンされ
、基準電源Ｖｒｅｆの電圧を第１ノードＮ１に供給する。
【００４０】
　第５トランジスタＭ５の第１電極は第２トランジスタＭ２の第２電極に接続され、第２
電極は有機発光ダイオードＯＬＥＤのアノード電極に接続される。また、第５トランジス
タＭ５のゲート電極は発光制御線Ｅｎに接続される。このような第５トランジスタＭ５は
、発光制御線Ｅｎに発光制御信号が供給されたときにターンオフされ、発光制御信号が供
給されないときにターンオンされる。
【００４１】
　第１キャパシタＣ１は、第１ノードＮ１と第２ノードＮ２との間に形成される。このよ
うな第１キャパシタＣ１は、第１ノードＮ１と第２ノードＮ３との間の電圧を充電する。
実際に、第１キャパシタＣ１は、第２トランジスタＭ２の閾値電圧に対応する電圧を充電
する。
【００４２】
　第２キャパシタＣ２は、第１ノードＮ１と第１電源ＥＬＶＤＤとの間に形成される。こ
のような第２キャパシタＣ２は、第１ノードＮ１と第１電源ＥＬＶＤＤとの間の電圧を充
電する。実際に、第２キャパシタＣ２は、データ信号に対応する電圧を充電する。
【００４３】
　図４は、図３における画素の駆動方法を示す第１実施例である。図４では、説明の便宜
上、図２に示す第１期間Ｔ１を、第４期間Ｔ４及び第５期間Ｔ５に分ける。また、第１期
間Ｔ１直前の期間（例えば、１Ｈの期間）を第３期間Ｔ３に設定する。
【００４４】
　図４に示すように、まず、第３期間Ｔ３に制御線ＣＬｎに制御信号が供給される。制御
線ＣＬｎに制御信号が供給されると、第４トランジスタＭ４及び第３トランジスタＭ３が
ターンオンされる。
【００４５】
　第４トランジスタＭ４がターンオンされると、基準電源Ｖｒｅｆの電圧が第１ノードＮ
１に供給される。第３トランジスタＭ３がターンオンされると、第２トランジスタＭ３が
ダイオード形態で接続される。ここで、第３期間Ｔ３に第５トランジスタＭ５がターンオ
ン状態を維持するため、第２ノードＮ２の電圧は、略第２電源ＥＬＶＳＳの電圧に初期化
される。
【００４６】
　第４期間Ｔ４には、発光制御線Ｅｎに発光制御信号が供給され、第５トランジスタＭ５
がターンオフされる。第５トランジスタＭ５がターンオフされると、第２ノードＮ２と有
機発光ダイオードＯＬＥＤとの電気的接続が遮断される。この場合、ダイオード形態で接
続された第２トランジスタＭ２により、第２ノードＮ２には、第１電源ＥＬＶＤＤから第
２トランジスタＭ２の閾値電圧を減じた電圧が印加される。このとき、第１キャパシタＣ
１は、第１ノードＮ１と第２ノードＮ２との差電圧、すなわち、第２トランジスタＭ２の
閾値電圧に対応する電圧を充電する。
【００４７】
　ここで、第４期間Ｔ４の幅は、第１キャパシタＣ１に第２トランジスタＭ２の閾値電圧
に対応する電圧が安定して充電できるように設定される。言い換えれば、本願発明では、
制御信号及び発光制御信号の幅を３Ｈ以上に設定することにより、閾値電圧補償期間Ｔ４
を十分に設定できるという利点がある。実質的に、本願発明では、第４期間Ｔ４が１Ｈを
超える期間に設定されるように制御信号及び発光制御信号の幅を制御する。
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【００４８】
　第５期間Ｔ４には、制御線ＣＬｎに制御信号の供給が中断されるとともに、走査線Ｓｎ
に走査信号が供給される。制御線ＣＬｎに制御信号の供給が中断されると、第４トランジ
スタＭ４がターンオフされる。走査線Ｓｎに走査信号が供給されると、第１トランジスタ
Ｍ１がターンオンされる。
【００４９】
　第１トランジスタＭ１がターンオンされると、データ線Ｄｍからのデータ信号が第１ノ
ードＮ１に供給される。このとき、第１ノードＮ１の電圧は、基準電源Ｖｒｅｆの電圧か
らデータ信号の電圧に下降し、これにより、第２キャパシタＣ２は、データ信号に対応す
る電圧を充電する。
【００５０】
　その後、第２期間Ｔ２には、発光制御線Ｅｎに発光制御信号が供給されず、これにより
、第５トランジスタＭ５がターンオンされる。第５トランジスタＭ５がターンオンされる
と、第２トランジスタＭ２は、第１キャパシタＣ１及び第２キャパシタＣ２に充電された
電圧に対応する電流を有機発光ダイオードＯＬＥＤに供給する。
【００５１】
　一方、本願発明において、走査信号は、図５に示すように、発光制御線Ｅｎに発光制御
信号の供給が中断された後に供給されてもよい。すなわち、本願発明において、データ信
号は、第１ノードＮ１に供給されるため、第５トランジスタＭ５のターンオンまたはター
ンオフにかかわらず、第２キャパシタＣ２にデータ信号に対応する電圧を安定して充電す
ることができる。
【００５２】
　図６は、本発明の第２実施例による画素を示す図である。図６の説明において、図３と
同一の部分については同一の図面符号を付するとともに、詳細な説明は省略する。
【００５３】
　図６に示すように、第３トランジスタＭ３’の第２電極は第２ノードＮ２に接続され、
第１電極は第２トランジスタＭ２の第２電極に接続される。また、第３トランジスタＭ３
’のゲート電極は、第ｎ－１反転発光制御線Ｅｎ－１［Ｂ］に接続される。ここで、第ｎ
－１反転発光制御線Ｅｎ－１［Ｂ］に供給される反転発光制御信号は、第ｎ－１発光制御
線Ｅｎ－１に供給される発光制御信号と同じ供給時点及び幅を有し、反転した極性に設定
される。
【００５４】
　第４トランジスタＭ４’の第１電極は基準電源Ｖｒｅｆに接続され、第２電極は第１ノ
ードＮ１に接続される。また、第４トランジスタＭ４’のゲート電極は第ｎ－１反転発光
制御線Ｅｎ－１［Ｂ］に接続される。
【００５５】
　ここで、図７に示すように、第ｎ－１反転発光制御線Ｅｎ－１［Ｂ］に供給される反転
発光制御信号は、図４に示す制御信号と同じ供給時点及び幅に設定される。この反転発光
制御信号は、発光制御信号を反転して走査駆動部１１０から供給することができ、これに
より、図３に示す画素と比較して製造コストを節減できるという利点がある。
【００５６】
　図８は、本発明の第３実施例による画素を示す図である。図８の説明において、図３と
同一の部分については同一の図面符号を付するとともに、詳細な説明は省略する。
【００５７】
　図８に示すように、第３トランジスタＭ３’’の第２電極は第２ノードＮ２に接続され
、第１電極は第２トランジスタＭ２の第２電極に接続される。また、第３トランジスタＭ
３’’のゲート電極は第ｎ－２走査線Ｓｎ－２に接続される。このような第３トランジス
タＭ３’’は、第ｎ－２走査線Ｓｎ－２に走査信号が供給されたときにターンオンされる
。
【００５８】
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　第４トランジスタＭ４’’の第１電極は基準電源Ｖｒｅｆに接続され、第２電極は第１
ノードＮ１に接続される。また、第４トランジスタＭ４’’のゲート電極は第ｎ－２走査
線Ｓｎ－２に接続される。このような第４トランジスタＭ４’’は、第ｎ－２走査線Ｓｎ
－２に走査信号が供給されたときにターンオンされる。
【００５９】
　本発明の第３実施例による画素では、第３トランジスタＭ３’’及び第４トランジスタ
Ｍ４’’が、制御線ＣＬｎの代わりに、第ｎ－２走査線Ｓｎ－２に接続される。この場合
、走査線Ｓ１～Ｓｎに供給される走査信号は、２Ｈの期間に設定される。
【００６０】
　一方、本願発明では、走査信号の幅を３Ｈ以上の期間に設定し、かつ第２トランジスタ
Ｍ２の閾値電圧補償期間を制御することができる。詳細に説明すると、本願発明では、走
査信号をｋ（ｋは２以上の自然数）Ｈの期間に設定することができる。この場合、第１ト
ランジスタＭ１が第ｎ走査線Ｓｎに接続されると、第３トランジスタＭ３’’及び第４ト
ランジスタＭ４’’は第ｎ－ｋ走査線Ｓｎ－ｋに接続される。また、第ｎ発光制御線Ｅｎ
に供給される発光制御信号は、第ｎ－ｋ走査線Ｓｎ－ｋに供給される走査信号と一部重畳
し、第ｎ走査線Ｓｎに供給される走査信号と完全に重畳するように供給される。
【００６１】
　図９は、図８における画素の駆動方法を示すタイミングチャートである。図９では、説
明の便宜上、図２に示す第１期間Ｔ１を、第７期間Ｔ７～第９期間Ｔ９に分ける。また、
第１期間Ｔ１直前の期間（例えば、１Ｈ未満の期間）を第６期間Ｔ６に設定する。
【００６２】
　図９に示すように、まず、第６期間Ｔ６に第ｎ－２走査線Ｓｎ－２に走査信号が供給さ
れる。第ｎ－２走査線Ｓｎ－２に走査信号が供給されると、第４トランジスタＭ４’’及
び第３トランジスタＭ３’’がターンオンされる。
【００６３】
　第４トランジスタＭ４’’がターンオンされると、基準電源Ｖｒｅｆの電圧が第１ノー
ドＮ１に供給される。第３トランジスタＭ３’’がターンオンされると、第２トランジス
タＭ２がダイオード形態で接続される。ここで、第６期間Ｔ６に第５トランジスタＭ５が
ターンオン状態を維持するため、第２ノードＮ２の電圧は、略第２電源ＥＬＶＳＳの電圧
に初期化される。また、閾値電圧が補償される期間が十分に確保されるように、第６期間
Ｔ６は、１Ｈ未満の期間に設定される。
【００６４】
　第７期間Ｔ７には、発光制御線Ｅｎに発光制御信号が供給され、第５トランジスタＭ５
がターンオフされる。第５トランジスタＭ５がターンオフされると、第２ノードＮ２に、
第１電源ＥＬＶＤＤから第２トランジスタＭ２の閾値電圧を減じた電圧が印加される。こ
のとき、第１キャパシタＣ１は、第１ノードＮ１と第２ノードＮ２との差電圧、すなわち
、第２トランジスタＭ２の閾値電圧に対応する電圧を充電する。ここで、第６期間Ｔ６が
１Ｈ未満の期間に設定されたため、第７期間Ｔ７は、１Ｈを超える期間に設定される。
【００６５】
　第８期間Ｔ８には、第ｎ－２走査線Ｓｎ－２に走査信号の供給が中断されるとともに、
走査線Ｓｎに走査信号が供給される。第ｎ－２走査線Ｓｎ－２に走査信号の供給が中断さ
れると、第３トランジスタＭ３’’及び第４トランジスタＭ４’’がターンオフされる。
走査線Ｓｎに走査信号が供給されると、第１トランジスタＭ１がターンオンされる。
【００６６】
　第１トランジスタＭ１がターンオンされると、データ線Ｄｍからのデータ信号が第１ノ
ードＮ１に供給される。このとき、第１ノードＮ１の電圧は、基準電源Ｖｒｅｆの電圧か
らデータ信号の電圧に下降し、これにより、第２キャパシタＣ２は、データ信号に対応す
る電圧を充電する。
【００６７】
　第９期間Ｔ９には、第ｎ走査線Ｓｎに走査信号の供給が中断され、第１トランジスタＭ
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シタＣ２は、前の期間に充電された電圧を維持する。
【００６８】
　その後、第２期間Ｔ２には、発光制御線Ｅｎに発光制御信号が供給されず、これにより
、第５トランジスタＭ５がターンオンされる。第５トランジスタＭ５がターンオンされる
と、第２トランジスタＭ２は、第１キャパシタＣ１及び第２キャパシタＣ２に充電された
電圧に対応する電流を有機発光ダイオードＯＬＥＤに供給する。
【符号の説明】
【００６９】
１１０；走査駆動部
１２０；データ駆動部
１３０；画素部
１４０；画素
１４２；画素回路
１５０；タイミング制御部
１６０；制御線駆動部
Ｃ１、Ｃ２；第１キャパシタ、第２キャパシタ
Ｍ１～Ｍ５：第１トランジスタ～第５トランジスタ
Ｍ３’、Ｍ３’’：第３トランジスタ
Ｍ４’、Ｍ４’’：第４トランジスタ
Ｎ１、Ｎ２：第１ノード、第２ノード
ＯＬＥＤ；有機発光ダイオード

【図１】 【図２】

【図３】
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